
 

令和 8年度 第 1回 豊中市立南桜塚小学校学校 学校運営協議会の議事概要 

４月２１日 午後６時～ 南桜塚小学校多目的室にて 

出席委員・・６名全員出席 

傍聴席・・・・１名（保護者） 

 

1. 開会と新体制の構築 

2026年４月 21日、南桜塚小学校にて第 1回学校運営協議会が開催されました。冒

頭、校長より今年度の人事異動に伴い、千成小学校（現・庄内よつば学年）から着任

した丹羽新教頭が紹介されました。 

続いて事務局より、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の趣旨が説明されまし

た。家庭の多様化が進む現代において、学校と地域の連携・協働は不可欠であり、

保護者や地域住民が一定の権限を持って学校運営に参画する仕組みとして重要性

が増しています。本協議会の目的は、学校運営の改善や児童の健全育成に官民一

体で取り組むことにあります。 

今年度の委員には 6名が委嘱され、会長には元本校の校長で地域の連携に尽力し

ている西田益久氏が、副会長には昨年度会長を務めた秋山京子氏が選出されまし

た。 

 

2. 令和 8年度 学校経営方針について 

●校長より、今年度の学校教育目標と運営方針が詳しく説明されました。 

今年度、学校教育目標を「みんなで何事にも挑戦し、支え合いながらクリエイティブに

学ぶ子ども」と刷新しました。これは校名の「み・な・さ・く」を頭文字に取ったもので、子

ども、教職員、保護者、地域の誰もが覚えやすく、時代に即した目標として掲げまし

た。 

• 挑戦と支え合い: 困難に直面しても諦めず、インクルーシブ教育の視点から、障害の有

無に関わらず互いに支え合う集団作りを目指します。 

• クリエイティブ: 子供たちが自ら学びを作り上げ、教職員もまた創造的に教育活動に取り

組む姿勢を込めています。 

運営の具体策 

1. 学年担任制への移行: 従来の「1 学級 1 担任」という固定概念を超え、学年全体で全児

童を見る「学年担任制」に近い共同指導体制を推進します。これにより、複数の教員が子

供たちを多角的に見守り、教員の負担軽減と指導の公平性を図ります。 



2. 安心・安全な学びの場: 人権意識を高め、体罰や暴言を防止する「学校スタンダード」を

策定し、教職員が毎月の職員会議で振り返りを行います。 

3. 不登校支援「ステップルーム」の設置: 教室に入りづらい子どもたちのワンステップとし

て、適応教室「ステップルーム」を新設しました。生徒指導担当が中心となり、学級復帰を

目的とした支援を行います。 

4. 大人が丸ごと子供を育てる: 「子どもの育成は大人（学校・地域・保護者）の責任」という

スローガンのもと、地域の財産や人材を積極的に教育活動に活用します。 

●運営方針に対し、委員から多角的な意見が出されました。 

【児童数と学習環境】 

現在の全校児童数は 720名（取材時点）で、特に 5年生は昨年度の 4 クラスから定

数の関係で 3 クラスに減少し、1 クラス約 40名の高密度な状態にあります。校長から

は、この環境変化により行き渋りが見られる児童もおり、きめ細かなケアが必要であ

るとの現状が報告されました。1年生についても、支援を要する児童が 16名と多く、

担任と支援担当が連携して対応しています。 

 

【学年担任制に対する不安と期待】 

保護者視点を持つ委員から、「相談窓口がバラバラにならないか」「誰かがやってくれ

るという思いから、一人の児童が取り残されないか」という懸念が示されました。これ

に対し校長は、情報共有こそが最重要であるとし、他市の先進事例（川西市や守口

市）を参考にしながら、今後慎重に体制を構築していく考えを示しました。会長から

は、共同指導体制は現代の複雑な教育課題を解決するための力強い手法であると

支持する意見もありました。 

 

 

３ 熟議「地域連携の具体化」について 

地域の歴史や人材を授業に活かす「地域学習」の復活について議論されました。 

• 能勢街道と歴史: 校区内を通る「能勢街道」や、1300年以上の歴史を持つ「原田神社」

の由来、地域の祭りなどを子供たちに伝えていく重要性が確認されました。 

• 地域人材のネットワーク: 昔遊びを教えられる高齢者や、ものづくり、体操の特技を持つ

地域住民を「地域の財産」として再発掘し、授業や行事に参加してもらう仕組み作りを検

討します。 

• 保護者の参画: 「お父さんの会」などを通じ、安全見守りだけでなく、親自身も地域の歴史

を知り、楽しんで参加できる環境作りが提案されました。 

4. 今後の予定と閉会 



次回の協議会は 9月 15日（火）、第 3回は 2027年 1月 13日（水）に開催すること

が決定しました。 

最後に西田会長より、「今回は具体的な話が多く出た。地域にできることを皆で考え

ていきたい」との総括があり、閉会となりました。本会議を通じて、南桜塚小学校が掲

げる「地域と共にある学校」の実現に向けた新たな一歩が踏み出されました。 

 


